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25 章：ウマ、ウサギおよびイヌ用飼料における DDGS 

 

はじめに 

ウマ、ウサギおよびイヌ用飼料原料として DDGS を評

価した報告は非常に少ない。しかし、米国産 DDGS は供

給量が多く、高品質で、比較的安価で、多くの場合には

マイコトキシンのリスクが低いことから、ウマ、ウサギお

よびイヌ用飼料で多量に利用される可能性が高まってい

る。残念ながら、これらの動物種に対して低脂肪 DDGS

を給与した最近の報告はない。 

ウマ 

ドイツの研究者は、醸造副産物の DE(可消化エネルギ

ー)価は 11.5〜14.2 MJ/㎏（2,747〜3,392 kcal/㎏）（乾物）

であると推定している（DLG、1995）。DDGS は粗脂肪含

量が比較的高いため、乗馬用のウマにおいて重要なエ

ネルギー源になり得る（DLG、1995; Orme ら、1997）。ウ

マにおける DDGS の GE（総エネルギー）、乾物および栄

養成分の消化率を測定した 4 報が公表されており、その

結果を表1にとりまとめた。 

Leonard ら（1975）は、成馬における DDGS の GE、乾

物および CP（粗たん白質）の消化率を測定するために 2

試験を実施し、DDGS の配合量を 18％まで高めてもこれ

らの消化率には影響がないことを示している。しかし、2

試験間で、CP 消化率への反応は異なっており、去勢馬

を用いた試験では DDGS の配合量の増加に伴って CP

消化率が低下したが、成馬を用いた試験では DDGS の

配合量の増加に伴って CP 消化率が高まった。しかし、

Pagan and Jackson（1991）の報告では、0、5、10 または

20％の DDGS を配合したペレット飼料を給与した場合の

乾物および CP 消化率は、Leonard（1975）らの報告より

はるかに高く、DDGS 配合量の違いによる影響もなかっ

た。Bonomaら（2008年）は、アルファルファと、トウモロコ

シおよび大豆粕を含む濃厚飼料、または濃厚飼料中の 

 

トウモロコシおよび大豆粕と置換することによりDDGSを

30％配合した濃厚飼料（いずれもペレット飼料）を 1：1 の

割合で離乳馬に給与した。その結果、DDGS を含む濃厚

飼料を給与した場合に、乾物と CP 消化率が大幅に低下

した。Frape（1998）は、DDGS は CP 含量が高く、その消

化率も比較的高いことから、DDGS がウマ用飼料中の大

豆粕または脱脂粉乳の部分的な代替品として有効であ

ることを示している。一般的に、DDGSを離乳馬に給与す

る場合を除き、最大20％のDDGSは、乾物とCP消化率

に悪影響を及ぼすことなく、成馬用飼料で有効に使用で

きる。これらの結果は、DDGS がウマにおいて消化性が

高いエネルギー源であることを示唆している。 

ウマは DDGS の栄養成分を有効に利用出来るが、嗜

好性は DDGS の利用を制限する潜在的な因子の一つと

なる可能性がある。ウマは、新しい飼料原料が含まれて

いる飼料に対して非常に敏感である。このため、Pagan 

and Jackson（1991）は、DDGS を 0、5、10 または 20％配

合したペレット飼料に対する 6 日間の嗜好性試験を 2 回

実施した。その結果、DDGS を 10％まで配合した飼料で

は嗜好性に差がなかったが、20％配合した飼料では嗜

好性が高まった。この結果は、DDGS がウマの嗜好性に

影響を及ぼすことなく、最大 20％含むペレット飼料を有

効に使用できることを示唆している。 
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表 1. DDGSを含むウマ用飼料のGE（総エネルギー）、乾物およびCP（粗たん白）消化率 

 

Hill（2002）は、小麦 DDGS と濃厚飼料を、1：0、0.75：

0.25、0.50：0.50 および 0：1（乾物比）で給与した場合のウ

マの摂食行動と飼料摂取状況を調査した。小麦DDGS と

濃厚飼料が 0.75：0.25 として、飼料の浸漬処理を行わな

い場合、飼料摂取率と乾物 1 ㎏あたりの咀嚼回数が大

幅に減少した。飼料を浸漬処理した場合、小麦 DDGS を

0.75：0.25 の割合で給与すると、摂取回数が増加した。し

かし、小麦 DDGS と濃厚飼料の割合が 0.50：0.50 までの

場合は飼料消費量への影響はなかった。これらの結果

から、Hill（2002）は、小麦 DDGS は、飼料の給与方法に

より影響を受けるものの、他のエネルギーおよびたん白

質原料の代替えとして使用できると結論付けている。濃

厚飼料を浸漬処理すると、濃厚飼料に配合できる DDGS

の量が低下する。 

DDGS を含む飼料が離乳馬の発育成績に及ぼす影響

を調査した報告が 1 報公表されている（Bonoma ら、

2008）。この報告によると、アルファルファと、トウモロコ

シと大豆粕、あるいはDDGSを30％配合した濃厚飼料を

1：1 で給与した場合、増体率と飼料効率には差がなかっ

た。しかし、DDGS を配合した濃厚飼料を給与すると、乾

物、CP、ADF（酸性デタージェント繊維）、NDF（中性デタ

ージェント繊維）の消化率が低下した。したがって、離乳

馬において、アルファルファを粗飼料源とし、その給与量

が全飼料の 50％を占める場合、濃縮飼料へのDDGSの

配合量は 30％未満（全給与飼料の 15％未満）とする必

要がある。アルファルファよりも低品質の粗飼料を用い

る場合は、濃厚飼料中の DDGS の配合割合をより少なく

することが望まれる 

ウサギ 

ウサギに対するDDGSの飼料価値に関する研究はほ

とんど行われていないが、Villamideら（1989）により、ニュ

ージーランド・ホワイト×カリフォルニア種の交雑種にお

ける小麦ふすま、CGF（コーングルテンフィード）および

DDGSの栄養成分消化率の測定が行われている。GE含

量が低く（2200 kcal/㎏、乾物）、DCP（可消化粗たん白質）

含量あたりのDE価が高い（25 kcal DE/ g）飼料を基礎飼

料として用いた。飼料の繊維含量は同一とした。GE と

ADF の消化率は、小麦ふすまを含む飼料（59.4 および

9.6％）と比べて、DDGS を含む飼料ではでは 74.0 および

58.3％、CGF では 65.0 および 27.7％だった。さらに、

DDGS を含む飼料の CP 消化率は 70.1％であり、小麦フ

スマあるいは CGM を含む飼料（66.6 および 61.4％）より

高かった。これらの結果は、 DDGSがウサギに適した飼

料原料であり、小麦ふすまやCGMよりエネルギー、ADF

およびCPを消化しやすいことを示している。 
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Villamide and Fraga（1998）は、粗飼料（26試料）、DDGS

を含む穀類および穀類副産物（29 試料）、たん白濃縮物

（18試料）、動物副生物（22試料）の成分組成からウサギ

における DCP を推定する予測式を開発している。CP 含

量とADF含量は、穀類および穀類副産物のDCPの最良

の予測変数であり、予測式は以下のとおりであった。 

DCP ％ = -10.856 + 0.628×CP ％+ 0.224×ADF ％ 

最近、Alagón ら（2016）は、スペインのバイオエタノー

ル工場で生産された大麦、トウモロコシおよび小麦由来

の DDGS とブラジル産トウモロコシ DDGS について、成

長期のウサギにおける栄養価を測定した（表 2）。大麦

DDGS は、トウモロコシ DDGS および小麦 DDGS よりも

乾物および粗脂肪の消化率が低く、GE 消化率がスペイ

ン産トウモロコシDDGSおよび小麦DDGSより低かった。

そのため、トウモロコシ DDGS と小麦 DDGS の DE 価は

類似していたが、大麦DDGSのDE価は前二者より低か

った。さらに、大麦 DDGS の DCP は、ブラジル産トウモ

ロコシ DDGS および小麦 DDGS より低かった。米国産ト

ウモロコシ DDGS がこの研究で評価された試料とどのよ

うに比較できるのかは不明であるが、これらの結果は、

トウモロコシ DDGS を成長期のウサギの飼料原料として

使用した場合、かなりの DE 価と DCP を提供できること

を示している。 

イヌ 

エクストルード加工されたイヌ用のドライフードへの

DDGS の利用に関する報告はそれほど多くない。イリノ

イ大学において、初期に行われた研究（Allen ら、1981）

では、ポインターの成犬および成長期の子犬における

DDGS を含む飼料の栄養成分消化率が測定されている。

成犬の場合、DDGS 配合量が少ない（4〜8％）飼料では

乾物およびでん粉の見かけの消化率には影響がなかっ

た。DDGS 配合量が中程度（16.1％）の飼料では、乾物消

化率が低下したが、でん粉とエネルギー消化率には影

響がなかった。DDGS配合量が高い（26.1％）飼料では乾

物およびエネルギー消化率が低下したが、CP 消化率へ

の影響はなかった。子犬の場合、DDGS 配合量が中程

度（14.1％）の飼料では乾物およびエネルギー消化率が

低下したが、DDGS を含まない飼料に比べて ADF 消化

率が高かった。飼料に DDGS を配合すると、窒素摂取量

と糞中窒素が減少したが、尿中窒素には影響ななく、窒

素の吸収量、蓄積量、全排泄量にも影響はなかった。 

Corbin（1984）が行ったその後の研究では、成長期の

子イヌに対して DDGS を 10％配合した飼料を 10 週間給

与しても、飼料摂取量、増体量、飼料効率、試験終了時 

 

表 2. 様々な DDGS の成長期のウサギにおける乾物、CP（粗たん白質）、粗脂肪および GE（総エネルギー）の見かけ

の消化率と、DE（可消化エネルギー）価および DCP（可消化粗たん白質）（Alagónetら、2016） 



4 
 

表 3. DDGS を 0、6、12 または 18 パーセント含む飼料のイヌにおける乾物、CP（粗タンパク質）、AHEE（酸分解粗脂

肪）、有機物および GE（総エネルギー）の全消化管消化率、推定 ME（代謝エネルギー）価と糞中乾物量へのキシラ

ナーゼ添加の影響（Silvaら、2016から改編） 

表 4. ウマ、ウサギおよびイヌ用飼料におけるDDGSの推奨最大配合割合 

 

の体重には影響がないことが示されている。DDGS は繊

維含量が高いため、高齢の成犬用飼料に配合すると体

重増加を抑制するのに有効である。Weigel ら（1997）は、

成犬用飼料において、腸管の健康状態を健全に保つた

めに、年齢と活動量に応じて、DDGS を最大 25％まで配

合出来るとしている。 

最近では、de Godoy ら（2009）は、DDGSと他の新しい

トウモロコシ併産物の犬用飼料原料としての利用性を評

価し、それらがイヌにおいて一般的に使用されているた

ん白源および繊維源に匹敵する栄養特性を持っている

と報告している。Silva ら（2016）は、DDGS の配合量を段

階的に高めた飼料へのキシラナーゼの添加が、乾物、

CP、AHEE（酸加水粗脂肪）、有機物および GE 消化率に

及ぼす影響を調査した（表 3）。DDGS の配合量を最大

18％まで高めると、エネルギーおよび各栄養成分の消

化率と DE 価がわずかに減少したが、キシラナーゼの添

加により乾物、CP および有機物の消化率が改善された。

また、DDGSを18％配合した飼料では嗜好性が向上した。 

結論 

現在入手が出来る公表文献によると、DDGS はウマ、

ウサギおよびイヌ用の飼料原料として非常に適している

ようである。現在の推奨配合量は表 4 に示したとおりで

ある。 
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